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過去30年間に、微弱電流電気療法（MET）の使用
は大きく伸びた。主として、医師、歯科医、獣
医、作業療法士、心理学者、カイロプラクター
、鍼灸医により、急性疼痛、慢性疼痛、術後疼
痛の管理に利用されている。METは治癒の促進や
加速を伴うことが多い。表1に、METの適応と禁
忌の例を示す。1
　強調すべきことは、従来の電気療法の形態（　強調すべきことは、従来の電気療法の形態（
経皮電気的神経刺激及び電気を反対刺激に利用
するその他の技術など）では、多数の装置のな
かから購入決定をする際の決め手は価格である
ことが多かった。微弱電流装置を選定する際に
、最も重要なのは波形である。良好な結果を得
るためには、特定の波形属性が不可欠である。
購入前や処方決定前に、その技術に関して信頼購入前や処方決定前に、その技術に関して信頼
できる研究がなされているかどうか見極めなけ
ればならない。たとえば、アジア系メーカーの
なかには、単に経皮電気的神経刺激（TENS）装
置の電流を減らし、それを「微弱電流」装置と
して販売し始めたところもある。この場合、米
食品医薬品局は助けにならない。というのも、
FDAは疼痛を適応として販売される装置を簡単にFDAは疼痛を適応として販売される装置を簡単に
TENSと認めてしまうからである。従って、購入
は「買主の危険負担」となるので、開業医は最
良の技術とプロトコルに関して自分で然るべき
努力を払わなければならない。

　微弱電流とされる装置は1ミリアンペア未満の
電流レベルであるが、これは波形の一側面にす
ぎない。0.5 HzのMETがすべて同じでないのは、
用量5 mgの薬がどれも同じでないようなもので
ある。Heffernanは、複合10秒双極波形の0.5 Hz
可変最大周波数（0～2秒パルス）を用いる市販
のMET装置と、研究者が製作した単純反復0.5 Hz
双極波形を伝える制御装置とを比較した。2 同双極波形を伝える制御装置とを比較した。2 同
じ電極位置（両手首）と同量の電流（500マイク
ロアンペア）を用いたところ、MET装置が薬剤に
反応しなかった慢性変形性関節症患者の疼痛を
有意に低減し、EEG解析で有益な平滑化を生み出
し得ることが発見された。0.5 Hzの制御装置は
疼痛の有意な低減をもたらすことなく、EEGに望
ましからぬ正弦パターンを生み出すにすぎなかましからぬ正弦パターンを生み出すにすぎなか
った。
　幸いにして、MET装置は知覚レベル以下のこと
が多いので、医薬研究と同様の方法で二重盲検
研究という究極の判断基準に役立つ。医師免許
をもつ人の指示で患者のケアを任される医療機
器企業は、その独自技術で研究を後援したり、
奨励したりしない理由はない。

表1．
微弱電流電気療法（MET）
の適応と禁忌
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ざまに配置可能であることに留意する。ある配置が、
他の配置よりはるかに優ることがある。正しい電極位
置とは、実際に効果的な位置のことである。但し、効
果的な位置もつかの間で、ある日はよくても、別の日
には効果がないこともある。問題が解消され出すと、
電極位置は頻繁に調整が必要となる場合がある。
　　従来のTENSに通暁した臨床医が犯す共通のミスは
、電極を疼痛の両側に配置することである（腰痛の
場合に脊椎から2～3インチ離してなど）。これは二次
元的なやり方である。こうした配置の仕方では、微弱
電流は皮膚下で電極間を流れるだけで、脊椎に至る
ことは絶対にない。また、電極を「疼痛と脳のあいだ
」に効果的に配置することもできない。これはTENS電
極で極では標準的な配置方法であるが、METはTENSとは違
う。METで腰痛を治療するときは、問題がある位置で
脊椎の横に1個の電極を置き、他の1個は対側部位の
前－反対側に配置する。これで、電流が脊髄神経を
通って流れる。次に、両側を逆にする。その後、もう一
度対側配置を行うことでフォローアップする。1個は
脊椎の問題部位の上、もう1個は問題部位の下として、
後後外側束での重複を調整する。
　治療は必ず左右相称に行う。左右相称治療は脊髄
に向うことで、皮節、筋節、硬節が関与する。また、問
題が中軸骨格内にあって対側部位の治療を怠ると、
疼痛の主要位置を見逃す可能性が高い。疼痛は、対
側部位の筋肉の弱化を補っている可能性がある緊張
側と同側に現れることがよくある。

図1．右膝の2分間プローブ治療プロトコルの例。ライン終端は、おおよそのプローブ配置位置を示す。数字は治療時
にプローブをあてる順序を示す。
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図2．1分間プローブ
治療プロトコルの
例。下肢、骨盤、臀
部、及び腰部の疼
痛治療に足の各指
先をつなぐ。

図3．粘着式
電極の配置
例。右膝痛の
局所治療。

図4．粘着式
電極の配置
例。右膝痛
の対側部位
の治療

図5．粘着式
電極の配置
例。下肢、骨
盤、臀部、及
び腰部の疼
痛治療
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